
普
段湿布は薬局で簡単に買えますが、整形外科

でも多く処方される薬剤です。テレビでも面白

おかしく、時には凝ったCGのコマーシャルを見かけ

るくらい、日本人には身近なものです。

ま
ず2種類に分けることができます。消炎鎮痛剤

が含まれていないものを「第１世代」、含まれて

いるものを「第２世代」といいます。

前者は冷感を感じさせるメントー

ルやサリチル酸を含む通称「冷

湿布」といわれるタイプのもので、

後者はジクロフェナックやフェル

ビナックなどの非ステロイド系消炎鎮痛剤を含む「痛

み止め」「腫れ止め」の湿布です。「冷湿布」とはいう

もののヒヤッとはしますが本当に冷やしているわけで

はないので、冷やした方がよい急性の打撲や捻挫な

どのケガにも、温めた方がよい慢性の病気にも、鎮

痛剤含有の湿布が使用できます。現在医療機関で

は第1世代の湿布は処方されず、「経皮吸収消炎鎮

痛剤」と書かれた第２世代の湿布が処方されます。

温
湿布といわれるものは、皮膚温を上昇させるト

ウガラシエキスやカプサイシンなどの成分が含

まれています。当院では、温感

タイプの湿布は消炎鎮痛剤の

含有量が少なく、ひりひり感じた

り、かぶれやすい印象があるた

め、主に希望される患者様に処

方するようにしています。

生
地の厚い水分を含んだパップ剤と薄いテープ

状のプラスター剤といった形態の違いでも別け

ることができます。パップ剤は貼りはじめに気化熱で

冷たく感じるので冷湿布と思われがちですが、水分

が蒸発すればすぐ冷たくなくなります。パップ剤は１

日２回貼ることが多く、プラスター剤は１日１回で済む

ことが多いです。これは湿布の開発試験の際に、有

効性の高さで判断された結果です。

湿
布でかぶれた経験をお持ちの方もいらっしゃる

と思いますが、絶対かぶれない湿布はありま

せん。かぶれやすい方はまず貼付時間を短くしましょ

う。3-4時間貼るだけでも効果はあります。また貼る

部位によってもかぶれたりかぶ

れなかったりしますし、汗をかく

季節はかぶれやすいので注意

が必要です。また、種類によっ

ては「日光過敏症」と言って、湿

布を剥がしたあとに紫外線に

当たってかぶれることがあります。既往のある方は

湿布の種類を変えるか、遮光するようにしましょう。

内
服ほどではないにせよ、消炎鎮痛物質が皮膚

から吸収され血中に移行します。喘息、特にア

スピリン喘息のある方や、妊婦さんの使用は禁忌と

されています。

最
近は、腰痛や四肢関節痛に効果のある巨力な

湿布が発売されました。慢性の痛みに悩まされ

ていた方には朗報です。診察時に御相談ください。
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湿布の話し

院
長
コ
ラ
ム

今
回
の
大
震
災
で

は
個
人
的
に
学
ぶ
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
途
絶
え
た
と
こ
ろ

で
何
が
で
き
る
の
か
。

準
備
し
て
い
た
防
災

用
品
や
医
療
機
器
に

使
う
無
停
電
装
置
の

貧
弱
さ
。
震
災
直
後

に
必
要
な
の
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
と

い
う
こ
と
。
そ
し
て
、

情
報
ソ
ー
ス
を
た
く

さ
ん
持
つ
こ
と
で
す
。

震
災
直
後
に
携
帯

電
話
が
使
え
ず
に
困

り
ま
し
た
。
そ
の
後

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
な
ど
の
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
情
報
を
集

め
た
方
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
テ
レ
ビ

や
新
聞
、
政
府
の
報

じ
る
情
報
が
ど
れ
だ

け
偏
っ
て
い
た
か
、

こ
こ
に
き
て
露
呈
さ

れ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ

ト
上
で
は
す
で
に
伝

え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
、
今
さ
ら
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
る
の
に
、

違
和
感
を
感
じ
ま
す
。


